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機
哺
襲
迅
速
化

大
阪
に
耕
拠
点

政
府
は
、
最
先
端
の
医
薬
品
や
医
療
機
器
の
承
認
審
査
を
担
う
独
立
行
政
法
人
の
医
薬
品
医

療
機
器
総
合
機
構
口

（本
部

。
東
京
）
の
組
織
を
強
化
す
る
方
針
を
固
め
た
。
職
員
を
今
後
５

年
で

‐約
４
割
増
の
「
０
０
０
人
規
模
に
増
員
す
る
。
年
内
に
大
阪
市
に
西
日
本
事
務
所
を
新
設

し
、
研
究
開
発
施
設
が
集
ま
る
関
西
圏
で
の
再
生
医
療
の
実
用
化
な
ど
を
後
押
し
す
る
。
新
薬

な
ど
の
迅
速
な
承
認
を
可
能
と
す
る
こ
と
で
、
医
療
産
業
の
国
際
競
争
力
を
高
め
る
狙
い
が
あ

る
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∧
関
連
記
事
８
面
Ｖ

政
府
は
６
月
に
も
ま
と
め
る

健
康

・
医
療
戦
略
に
こ
う
し
た

方
針
を
明
記
す
る
予
定
だ
。
審

査
員
増
員
に
つ
い
て
は
、
年
内

に
策
定
す
る
同
機
構
の

「
第
３

期
中
期
計
画
」

（
２
０
１
４
～

‐８
年
度
）
に
盛
り
込
む
。

同
機
構
に
関
し
て
は
、
発
足

後
約
１０
年
と
新
し
く
、
審
査
員

の
半
数
が
３０
歳
以
下
で
、
経
験

不
足
が
審
査
の
遅
れ
の

一
因
と

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
人
員
増

員
で
、
医
師
や
民
間
の
研
究
開

発
担
当
者
と
い

っ
た
経
験
者
の

採
用
も
検
討
す
る
。

現
在
の
薬
事
法
で
は
、
リ
ス

ク
の
大
き
い
医
療
機
器
や
新
薬

を
製
造
販
売
す
る
際
、
同
機
構

の
審
査
を
受
け
、
厚
生
労
働
相

の
承
認
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
審
査
期
間
が
長
い
な

ど
、
規
制
の
厳
し
さ
が
問
題
視

さ
れ
て
い
た
。
２
０
１
１
年
度
、

医
薬
品
が
承
認
を
受
け
る
ま
で

の
日
米
の
時
間
差
を
示
す

「
ド

ラ

ッ
グ

一
ラ
グ
」
は
６
か
月
、

医
療
機
器
の

「
デ
バ
イ

ス

・
ラ

一

グ
」
は
２３
か
月
と
さ
れ
る
が
、

組
織
強
化
に
よ
っ
て
大
幅
短
縮

が
輩
曜
ゎ
裟
館
所
は
Ｊ
Ｒ
大
阪

一̈『̈̈
“̈』峰』̈峙

究
機
関
や
医
薬
品
、
医
療
機
器

メ
■
カ
ー
が
審
査
、
承
認
の
た

め
東
京
ま
で
出
向
く
手
間
が
省

け
る
な
ど
効
率
化
が
期
待
さ
れ

る
。
著
査
に
必
要
な
治
験
デ
ー

タ
収
葉
の
助
言
な
ど
も
す
る
予

口

離

（
薬
縫

躍

礁

魏

機
器
や
新
葉
が
薬
事
法
で
定
め

る
有
効
性

。
安
全
性
を
満
た
し

て
い
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る

独
立
行
政
法
人
。
国
立
医
薬
品

食
品
衛
生
研
究
所
医
薬
品
医
療

機
器
審
査
セ
ン
タ
ー
な
ど
３
機

関
が
統
合
し
、
２
０
０
４
年
４

月
に
設
立
さ
れ
た
。
今
年
４
月

現
在
、
職
員
は
７
０
８
人
で
、

審
査
員
が
約
６
割
を
占
め
る
。

定
だ
。
特
に
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

（
人

工
多
能
性
幹
細
胞
）
を
使

っ
た

再
生
医
療
の
製
品
化
を
支
援
す

る
こ
と
に
な
る
。

関
西
圏
で
は
、
京
都
大
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
研
究
所
が
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

を
使

っ
た
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
治

療
な
ど
を
研
究
し
、
大
阪
大
や

理
化
学
研
究
所
の
研
究
セ
ン
タ

ー
（神
戸
市
）
が
心
臓
や
目
の
網

膜
の
再
生
医
療
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
神
戸
市
の
「
先
端
医

療
産
業
特
区
」
に
は
約
２
３
０

の
関
連
企
業
が
進
出
し
、
研
究

成
果
を
製
品
化
に
つ
な
げ
や
す

い
環
境
が
あ
る
。
関
西
圏
で
の

審
査
機
能
強
化
は
、
大
阪
府
な

ど
が
特
区
を
活
用
し
た
構
想
と

し
て
政
府
に
提
案
し
て
い
た
。

ま
た
、
政
府
は
同
機
構
に
つ

い
て
、　
一
部
の
審
査
で
民
間
委

託
の
対
象
を
広
げ
る
薬
事
法
改

正
案
を
今
国
会
に
提
出
し
、
最

先
端
の
医
療
機
器
の
審
査
に
今

ま
で
よ
り
特
化
で
き
る
よ
う
整

備
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

再
生
医
療
後
押
し

Ｅ
権
鯉
蠅
儒電

政
府
が
め
ざ
す
医
療
の
産
業
化

に
お
け
る
大
き
な
宿
題
だ

っ

た
。
研
究
開
発
の
成
果
を
、
迅

速
に
実
用
化
す
る
た
め
の
具
体

策
の

一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
「同
機
構
は
２
０
０
４
年
の
設

立
以
来
、
審
査
に
時
間
が
か
か

る
と
の
指
摘
を
受
け
ヽ
増
員
を

重
ね
て
き
た
。
職
員
は
２

●
５

倍
の
約
７
０
０
人

に
な

っ
た

が
、
医
療
機
器
部
門
で
は
経
験

の
浅
い
審
査
員
が
多
く
、
「
デ
バ

イ
ス

一
ラ
グ
」
は
解
消
で
き
な

い
ま
ま
ｏ
増
員
だ
け
で
な
く
、
職

員
の
教
育
を
通
じ
て
、
審
査
の

質
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
だ
。

再
生
医
療
の
よ
う
な
新
し
い

医
療
分
野
で
は
、
製
品
の
有
効

性
や
安
全
性
を
ど
う
検
証
す
る

か
（
規
制
側
も
産
業
側
も
経
験

が
乏
し
い
。
審
査
前
に
両
者
が

密
接

に
情
報
交
換
す
る
こ
と

が
、
審
査
の
迅
速
化
に
つ
な
が

る
。
再
生
医
療
研
究
が
進
む
関

西
圏
に
事
務
所
を
開
設
す
る
メ

リ

ッ
ト
は
大
き
い
。

（
科
学
部
　
山
田
聡
）


